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令和３年度上半期と比較して、約 28.3 トン、2.7％減少となりました。回収実績については下部

に参考資料として載せた年度別の実績表を見てわかるように、年々減少傾向にありますが、今年度

に入っての減少率が 2.7％に抑えられていることは、3R の意識の広がりと、クリーンアップ推進

員や各団体による資源回収への啓発活動による効果もあるのではないかと思います。 

ただ意識の広がりとともに、民間企業による資源回収を利用する人も増えています。このことが、

集団資源回収量の減少の要因の１つになっているようです。 

この半年間の回収量を見ると、リターナブルびんが増加し、続いて段ボールが前年度より僅かな

がら増加しています。 

【公益財団法人 全国出版協会 出版科学研究所】による『日本の出版統計』を見ると、雑誌の販

売額は月刊誌・週刊誌ともに 1997 年をピークに 23 年連続でマイナス。週刊誌はインターネット

やスマホの普及で情報を得るスピードが格段に速くなり、速報性でも Web メディアにかなわなく

なっていることから、ほぼすべてのジャンルで販売額が 1 割近く減少となっているそうです。 

新聞紙の１世帯当たり発行部数も 2020 年度は 0.61 部、2021 年度は 0.57 部と減少しており

（日本新聞協会調べ）、今後も新聞紙の回収量増の見込みは乏しいと思われます。 

古紙類の回収量が減少する中で、段ボールの増加に関しては、通販需要の高まりにより、梱包材

として消費されているなどの理由が考えられます。今後も集団資源回収において、啓発などの効果 

 

 

年  度 資源回収量

(t) 

前年度比

(%) 

前年度比増減 

平成29年度 2,661 91.9 ▲ 8.1 

平成30年度 2,568 96.5 ▲ 3.5 

令和元年度 2,313 90.1 ▲ 9.9 

令和２年度 2,104 91.0 ▲ 9.0 

令和3年度 2,012 95.6 ▲ 4.4 

 

で回収量増加が見込める品目ではないでし

ょうか。 

令和４年度上半期

（4月～9月）の集団

資源回収実績をご報告

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 

品目 

令和 4年度中間報告（期間：４月～９月） 

令和４年度 令和３年度 前年度比 

古紙類 945.7 967.9 97.7％ 

 新聞紙 485.6 504.6 96.2％ 

雑誌 126.0 135.7 92.9％ 

段ボール 334.2 327.6 102.0％ 

リターナブルびん 1.0 0.8 125.0％ 

金属類 75.4 80.8 93.3％ 

 空き缶 49.8 52.5 94.9％ 

鉄くず 25.6 28.2 90.8％ 

紙パック 6.7 7.6 88.2％ 

合計 1,028.8 1,057.1 97.3％ 
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日 時

クリーンアップ推進員97名の内、51名の参加となりました。 

会議では、事務局が「令和3年度の集団資源回収の実績と考察」 

「クリーンアップ推進員会の事業報告」と「今年度の事業計画」の

説明を行いました。 

また今回、出席の推進員にアンケートに回答してもらったとこ

ろ「新任なので推進員の役割がよくわからない」「参考となる活動

状況などの資料が欲しい」という声のほか、いくつかの質問があ

ったので、ここでお答えします。 

 Q: 鉄くずとして出される自転車の中には、まだ使用可能なものも見受けられる。そういったもの

はリサイクル自転車として転用できないものか。 

A:  財団では、廃棄自転車を再生し、リサイクル自転車としてリサイクルフェスティバルで抽選の

上で市民に提供しています。そのため、市民から「きれいな自転車なので再利用してもらいたい」

との連絡をいただくこともあるのですが、現在、再生作業ペースの兼ね合いから広く提供を受け

ることができない状況です。リサイクル自転車は需要があることから、回覧や掲示板を通して町

内会の中で自転車が欲しい方を募り、リサイクルできるシステムを考えてみてはいかがでしょう

か。 

また、まだ乗れるきれいな自転車はリサイクル

ショップで引き取ってくれることもあります。こ

ちらもご検討ください。 

Q: 推進員活動の参考とするため、成功や失敗・苦

労の体験など、具体的な事例を教えてほしい。 

A: クリーンアップ推進員会議や研修会では、推進

員の事例発表など推進員のスキルアップに繋がる

内容を企画していく予定です。積極的にご参加く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暖房費のかかる季節･･･北海道

地球温暖化防止活動推進員の  

宮森芳子さんを講師に迎え、毎日

の暮らしの中で、無理なくできる

省エネを再点検しませんか？ 

日 時：令和４年６月17日（金）18時から 
会 場：北ガス文化ホール４階大会議室 

・荒谷 日出夫 様（緑 町 5 丁 目 会 ） 

・茎津 雅春 様 （桂木1.2丁目町内会） 

・前田 春男 様 （末 広 3号 棟 自 治 会 ） 

令和 4 年度 
表彰者 

 

推進員が7年以上にわたり職務に精励した場合、推進員会役員が選考し、財団理事長に推薦するこ

とで、表彰の対象となります。この表彰は財団の事業として行われます。 

今年度は3名の方が対象となり、財団の五島理事長から感謝状と記念品が 

贈呈されました。推進員として、町内会・自治会と財団との連携に今後と 

もお力添えをお願いいたします。 

※欠席された2名には、後日感謝状と記念品をお届けしました。 荒谷 様と五島理事長 

日 時：令和 4 年 11 月 26 日（土）13 時 30 分から 
場 所：北ガス文化ホール 4 階大会議室 
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コロナ感染症防止のため、3年ぶりのバスツアー開

催となった研修会には、クリーンアップ推進員17名が

参加し、財団職員３名の計20名で、再資源化推進を図

るための知識向上に役立てるため、リサイクル関連施

設を見学しました。 

江別市にある「コープさっぽろエコセンター」では、

資源物を細かく分別することの重要性について学び

ました。 

「千歳市環境センター」ではこの日の午前中、上記記 

事の火災が起こり、一部施 

設の見学が制限されていま 

した。重ねて、町内会・自 

治会での、分別に関する注 

意喚起をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※不審なごみを見かけたら、環境センター（0123-23-2110）へご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 時：令和４年９月７日（水）９時20分集合 
研修先：コープさっぽろエコセンター・環境センター 

「コープさっぽろエコセンター」 

「千歳市環境センター」 

令和４年９月７日、15日、10月10日･･･立て続けに、環境センターの破砕処理場において、燃や

せないごみに混在していた電池やモバイルバッテリーが発火し、搬送コンベアなどが焼損する火災

が発生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【焼損した搬送コンベア】 【コンベア内で火災が発生】 【ごみ袋から発見される】 【発火した電池など】 

【千歳市ホームページより転載】 

充電式電池（リチウムイオン電池など）やスプレー缶などの有害ごみは、強い圧力を加えると発

火する危険性があります。「燃やせないごみ袋」にこれらを入れてしまうと、ごみ収集車での圧縮や

環境センターでの破砕処理の際に発火し、火災が発生します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

透明・半透明（レジ袋も可）の袋に入れて、マジックなどで袋に「有害ごみ」

と目立つように表示し、収集日の朝８時30分までに、ごみステーションに出してください。 

「燃やせないごみ袋（黄色）」の中には、絶対に入れないでください。火災の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有
害
ご
み ・乾電池・電池パック・充電池 

・水銀の入った体温計や温度計 

 

・スプレー缶・カセットボンベ 

・ガスライター・未使用の花火、マッチ 

・電子、加熱式たばこ・ワイヤレスイヤホン 

 

・蛍光管 

 

有害ごみの出し方 
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お知らせ：第2回クリーンアップ推進員会議は12月16日（金） 

  18時より北ガス文化ホール４階大会議室で開催予定です。 

 

印刷協力：株式会社カミノ 

【クリーンアップ推進員だよりに関する問い合わせ先】 

公益財団法人ちとせ環境と緑の財団  

事業課資源振興係（佐藤・戸梶） 

TEL：0123-26-1213  FAX：0123-22-1118 

Ｅ-mail：info@chitosekankyou-midori.or.jp 

日 時

コロナ感染症防止対策のため、令和元年の第38回以降中止が続いたリサイクルフェスティバル。

この度、国の３R推進月間である10月に開催することができました。 

当日の最高気温は23.5度と過ごし易い気候の中、 

3,452名の来場者数となりました。 

 

フェスティバルは、今年も大盛況のリサイクル自転車抽選会、北栄小スクールバンドやキッズダ

ンスなどのステージイベントのほか、フリーマーケット、キッチンカーの飲食販売、使用済み小型

家電と古衣料の回収（出展：株式会社マテック千歳支店）、段ボールを使った生ごみ堆肥化セットの展

示と無料配布（出展：市環境センター）、そして、今年は新規に市内でフードバンクの活動をされてい

る2団体に出展いただきました。 

リサイクルフェスティバルは、多くの協力者の力で成り立っています。クリーンアップ推進員も、

荷降ろしや机の整列などの会場設営から始まり、開催中は来場者への案内や抽選会補助、イベント終

了後は、のぼりの撤去、場内清掃などに携わっていただきました。 

【お手伝いいただいた６名の推進員】スムーズな運営にご尽力いただき、ありがとうございました。 

 供野 靖史 会長、菅原 章さん、地蔵 明子さん、林 正雄さん、長沼 道夫さん、柿﨑 美代子さん 

【北栄小スクールバンド】 【studioFIT のダンス】 【理事長挨拶】 【フリーマーケット】 

【フードバンク】 【古衣料・小型家電回収】 【段ボール生ごみ堆肥化セット配布】 【キッチンカーの飲食販売】 

ご協力ありがとうございました！ 【リサイクル自転車抽選会の様子です】 


